
大分類：D　外注管理

H25 H26 H27

ヒアリング 1 業務委託先による製品実現計画は把握していない。

業務委託先から受領 し
た文書を確認

2
業務委託先との速携を確実且つ速やかにするため、相手先の
組織図と品質保証体系を確認している。

外部委託工程の工程管
理図を確認する

3
業務委託先の製造工程をフローチャー卜（工程管理図） などで
把握している。

工程認証の記録を確認
する

4
工程毎に管理項目と規格値を定めたコントロールプラ ン(QC工
程表、工程品質管理表など)を認証している。

業務委託先から受領 し
た文書を確認

5
業務委託先で使用される検査基準書、作業手順書•基準書の記
載内容を確認している。

ヒアリング 1
新規立上品についても通常の製品と同じように取扱っている。
製品の認証はおこなっていない。

新規立上品の品質記録
を確認する

2
新規立上品については、量産開始前に、量産段階と同 じ工程•
同じ条件で製作させ、品質を確認している。

初期流動管理を定めた
文書を確認する

3
量産と同じ工程、同じ条件で製造した製品を、各種検査で検証
し、プロセスについての認証を与えている。

屈出方法について定め
た文書を確認する

4
業務委託先において軽微な設計変更、工程変更、材料変吏を
行う場合には、事前に届出する制度がある。

届出すべき変更内容に
ついて確認する

5
製品要求事項に影響を及ぼさない、軽微な変更についても、変
化点は全て事前に届出させている。

ヒアリング 1
外部委託品の受入検査は、製品の識別と数量確認が主であ
り、材質や寸法検奄はおこなっていない。

検査記録を確認する 2
受入ロット毎に一定数を検査する抜取り検査方式で検査してい
る。

段階検査の基準を確認
する

3
社内規格やJISに則って、製品や取引先ごとに「ゆる い、なみ、
きつい」に分けて抜取検夜をしている。

添付された検査記録を
確認する

4
業務委託先に、納入ロット毎に検査記録を添付させて製品を検
証している。

訪問監査の記録•議事録
を確認する

5
定期または臨時に訪問監査をおこなって、業務委託先の製造
工程や検査方法を検証している。

ヒアリング 1 外注先の製造原価は、分からないので把握していない。

お見積書の項目を確認
する

2
見積書は原材料費、加工費、輪送費、管理費などが別れてい
るので，記載された範囲で把握している。

ヒアリング 3
過去の同種部品の材料費•加工費などから推測することで、外
注コストの妥当性を判断している。

ヒアリング 4
同業他社との見積り合わせの結果や、市場相場と比較すること
で原価を推測している。

コスト分析の記録を確認
する

5
作業時間、材料費、人件費、利益率など単価を構成する要素
別に科学的な分析をして把握している。

ヒアリング 1 外注先に対しコストダウンは伝えていない。

ヒアリング 2
一部の製品については、業務委託先に目標原価を伝えてコス
ダウンを要求している。

原価分析の記録を確認
する

3
発注側の希望する原価と、受注側が提出する原価の差異分析
を定位的におこなっている。

業務委託先への要求内
容を確認する

4
業務委託先の累積生産量の増加にともない、経験効果を見込
んで、年度毎にコストダウンを要求している。

直近の差異分析と指導
内容を確認する

5
目標原価ど実際原価の際を分折し、業務委託先に対して管理
手法や設備改良などの支援•指導をしている。

ヒアリング 1
VA(価値分折）/VE(価値工学）について、協力メー カーに何を
支援•指導すれば良いのか分からない。

協カメ一カーからの提案
事例を確認する

2
協カメ一カーに業務委託する際に、VA/VE提案を発注条件の-
-つとして考えている。

文書化された実施要領
を確認する

3
契約後に外注先からVA/VE提案があった場合、コス卜ダウン
額の一部を外注先に還元する制度がある。

直近の事例を確認す る 4
発注側の設計者と、協力メーカーの技術者とが相互協力して
VA/VEを推進している。

イベント開催の資料を確
認する

5
協力メーカーも参加してのVA/VE発表会を定期的に開催する
など、積極的に活動を支援している。
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ヒアリング 1
協力メーカーの生産進捗は把握していない。加工委託品は納
期遅延が頻繁に発生している。

ヒアリング 2
過去に納期遅延が問題になったことはないので、協力メーカー
の進捗管理はおこなっていない。

納期回答の記録を確認
する

3 加工委託品の発注時に納期回答を受けている。

進捗確認の速絡方法を
確認する

4
あらかじめ決められた中問工程まで作業が進んだ時点で報告
を受けることで、進捗管理している。

情報システムの機能を
確認する

5
SCM (サブライチェーンマネジメント)情報システムを活用し、業
務委託先の生産進捗をリアルタイムに把握している。

ヒアリング 1
遅延対応手順は定めていない。納期遅延が発生した都度、そ
れぞれの受入担当者の判断で対応している。

手順を定めた文書を確
認する

2
社内文書に対応手順を定めている。手順に従って関連部門に
連絡がおこなわれ、生産計画に反映している。

協力メーカーに配付し た
文書を確認する

3
協力メーカーに対応手順を配付している。納期遅延の可能性が
ある圾合は、あらかじめ情報が伝達される。

手順書、契約書の内容
を確認する

4
協力メーカーに対応手順を配付するとともに、契約書には納期
遅延に対するペナルティ条項を定めている。

情報システムの機能を
確認する

5
SCM (サプライチェーンマネジメント）情報システムによって自動
的に後工程の生産計画が変更されている。

注文書の納入日時を確
認する

1
業務委託品は納入日を指定して購入しているものの、 度々納
期遅れが発生することがある。

注文書の納入日時を確
認する

2
業務委託品は指定日に納入され、遅延はほとんど発生 してい
ない。時間指定納入はおこなっていない。

注文書の納入日時を確
認する

3
荷受の集中を避け、要員•卸機材(フォ-クリフト等)を有効活用す
るため、時問指定納入を励行している。

注文書の納入日時を確
認する

4
不要在庫を削減するとともに、保管スペースの不足を解決する
ため、時問指定納入を励行している。

注文書の納入時•場所を
確認する

5
業務委託品は生産計画に連動させて時問•場所を指定し、生産
ラインにジャストインタイムに納入させている。
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